
下肢静脈瘤の手術(局所麻酔用)を受ける方へ

患者氏名　　　　　　　　　　　様

病状説明：静脈瘤とは、表在静脈の弁の働きが悪くなった事で、瘤状に膨らみ、倦怠感や浮腫などの 退院基準：1.疼痛コントロールができる 特記事項：

　　　　　症状を起こす病気です。 　　　　　2.創部に感染がない

　　　　　高周波カテーテルによる血管内焼灼術や静脈抜去術、結紮法、硬化療法などの方法を 　　　　　3.発熱がない

　 　　　　　症例に応じて選択し、治療します。 　　　　　4.手術前と同様に身の回りのことが自分でできる

外来 手 術 当 日 （ 後 ）
検査 ●血液検査 ●エコー検査室で患部に印をつけます。 ●手術後、検温します。 ●検温します。 

治療 ●胸部レントゲン撮影

処置 ●心電図検査 ●ネームバンドを付けます。 ●採血、エコー検査があり

●肺機能検査 　ます。

　上記の検査を行います。 ●点滴用の留置針を挿入します。

●ガーゼ交換をします。

（持参した弾性包帯をご準備

　下さい。）

薬剤 ●普段内服している薬がありま ●痛みがある時は痛み止め

　したらお知らせください。 　熱がある時は解熱剤を使う 　

　ことができます。

　看護師にお知らせください。

●抗菌薬の内服が始まります。

安静度 ●普段通りの生活ができます。 ●病棟内歩行できます。 ●車イスもしくは歩いて手術室 ●車イスで病棟に帰ります。

　に入室します。 ●ふらつきなければ積極的に

　歩きましょう!

清潔 ●入浴できます。 ●手術する部位の毛を剃ります。 ●化粧や油分の多いクリーム ●手術後、着替えができます。 ●次回の外来までは、

　はつけないで下さい。 　シャワー浴までとして下さい。

●時計、アクセサリー、入れ歯、 ●入浴はできません。

　マニキュアは外してください。

食事・ ●（　　）食は、手術後になります。 ●帰室後より水分、食事を

栄養管理 　　 ●水分は（　　）時まで摂ること 　することができます。

　ができます。

説明 ●医師より治療・同意書の ●病棟の案内をします。 ●手術室に入室する30分前に ●手術後、ご本人へ主治医から ●退院後に外来診察があります。

指導 　説明があります。 　排尿を済ませ下さい。 　結果説明があります。 （退院時に予約票をお渡しします）

教育 ●薬剤師からお薬の問診があり 　その後、手術着・紙パンツに

　　ます。 　着替えます。（ズボンははいた ●湯船につかるのは外来で創部の

　ままで手術室に入れます。） 　状態をみてからになります。

●弾性包帯は退院後2日間は終日、

　退院後3～6日の3日間は日中のみ

　使用してください。

　その後は不要です。

●抗菌薬は飲み切り終了です。

●創部で何かお困りのことが

　あれば当院心臓血管センター

　外来に連絡をお願いします。
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入院～手術当日（前）（　/　） 術後１日目・退院（　/　）

※手術室に入室する時刻
（ 時 分の予定）
※ご家族の方は、手術が始まり
ましたら、病棟でお待ち下さい。

＜手術の必要物品＞
・両開きパンツ1枚
・弾性包帯1～2巻

※弾性包帯の使用目的
着用することで足の血流促進につながり、手術後に
おきる足のむくみやだるさを予防してくれます。


